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グループワーク

【 問 題 】

みなさんは様々な地域活動をする⼤学の学⽣団体メンバーです。団体の活動とし
て、⼤学の隣町で地域住⺠と協⼒した地域イベントの開催を企画中です。このイベ
ントをきっかけに、⼤学と隣町の継続的な交流を促進したいと考えています。隣町
は、⼤学と鉄道駅の中間に位置します。以下３つの条件をふまえて、①イベントで
は何を実施するのか、②イベント成功の⽬標を何に設定するのか、③成功のために
何を下調べし、どのような準備を計画するのか、議論してまとめてください。 

条件１：⼤学は、1 学年約 1,500 ⼈で、⼈⽂学部、社会科学部、教育学部、理学
部、⼯学部、農学部の 6 学部がある。⼤学の学⽣からみた隣町は、あま
り訪れない、バス通学で通り過ぎる場所にあたる。 

条件２：隣町は、鉄道駅からバスで約 10 分、徒歩で約 30 分に位置する。⼤学か
らも同様の距離にある。神社を中⼼ににぎわった商店街があるものの、
営業している店舗は 30 店から 10 店に減り、シャッターを閉じた店舗
が⽬⽴つ。ただ、神社の春・秋の祭りのときは、今でも来客でにぎわう。
隣町の住⺠が⼤学を訪れる機会は少ない。 

条件３：このイベント企画に協⼒的な隣町の地域住⺠は 10 ⼈（商店主 5 ⼈、そ
れ以外の住⺠ 5 ⼈）である。商店街組合が協⼒してくれるため、50 万
円程度の費⽤はイベントに利⽤できる。 

（注）⼤学や隣町は架空のものです。上記の説明以外は、実社会をイメージしなが
ら⾃由に考えてください。 




